
物質化学分野 ディプロマポリシー
1．身のまわりの物質や材料、自然現象を専門的知識に基づいて化学的に考察でき、自ら問題点を発見し，

解決する能力を有している

2．高度な専門知識、総合的な判断力をもって研究開発を行うことができる研究者・技術者としての能力を有

している

3．専門知識と経験に基づいて、化学実験を計画・実施・解析できる能力と応用する能力をもつ

4．化学者として自らの思考・判断を論理的に説明するためのプレゼンテーション能力をもち、発展的な議論

に展開できる能力を持つ

5．化学に対する幅広い専門知識を有し、社会・環境に対する化学の影響を意識したバランスの良い論理的

判断を行うことができる

6．専門知識を総合的に活用し、世界的な視野から最先端の化学技術の発展に貢献できる

演習・特別実験演習・特別実験

研究進捗状況に関する
中間発表会

指導教員の決定

最終試験の合格

３０単位以上を修得

研究課題の決定

研究開発
能力

化学実験の
技術・能力

論文発表会

学位論文提出

審査委員の決定

透明な審査体制
公開による開催

論文審査

・質の担保
早期から計画的研究指導

・透明な審査体制
・公開による質の保証

透明な審査体制
複数委員による審査

・組織的な教育研究体制
・質の担保

複数教員による指導

論文題目の公開

研究手法の修得・論文
執筆
複数教員による指導

論文作成

学位論文作成
論文審査授業科目（コースワーク）・研究指導

実験データの
解析・応用力

プレゼン
テーション

能力

化学者と
しての判断力

有機合成化学特論
精密合成化学特論
分子集合体化学特論
コロイド・界面科学特論
触媒設計論
高速化学反応論
ほか
各2単位

学外特別実習 ほか
各2単位

無機材料工学特論
無機材料化学特論
材料表面工学
機器分析化学特論
先端材料化学特論
光化学特論
機能物質化学特論
ほか
各2単位

生物化学特論

分子生物学特論

応用生物学特論

ほか
各2単位

講義講義

1年次

2年次

研究科共通科目
研究者倫理特別講義
2単位

専攻共通科目
実験的工学手法
2単位

研究者倫理
研究のための
実験を実施
する能力

分子工学
の専門知識

先端材料工学
の専門知識

バイオ・プロセス
工学の専門知識

問題発見
解決能力

情報活用力

各2単位

以下の知識と能力を有する人材
1. 工学分野の研究者・技術者として科学・技術を発展させるための幅広い見識と健全な倫理観
2. 環境調和社会，知識基盤社会を多様に支える工学分野の高度な専門知識と実践的技術力
3. さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力とグローバルな情報発信能力
4. 専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説明できる批判的思考力

修士（工学） 学位授与

工学専攻ディプロマポリシー

物質化学分野 履修プロセス概念図

1.科学・技術の基礎的あるいは応用的研究に積極的に取り組む人
2.世界をリードする科学・技術を担う研究者あるいは高度専門職業人を目指す人
3.大学等において能動的に学び，一般教養及び専門分野の基礎学力を身に着けている人

工学専攻
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１ 数学・物理学の基礎知識に加え、電気電子工学、通信工学、情報工学に関する専門的な知識を修得・活用

することができる。

２ 人類、社会の平和的・持続的発展のために、自然、社会、歴史、文化に対する幅広い教養を持ち、電子情

報システム技術の社会、環境に対する影響について、倫理観を持って判断できる。 自らの考えを他者に理

解できるように伝達すると共に、相手の考えを十分に把握して論理的に討議できる高いコミュニケーション

能力を有する。

３ 環境調和社会、知識基盤社会を多様に支える電気電子工学に関する専門的な実験・演習を遂行し、様々な

物理現象を解析できる。

４ さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力と深い基礎知識を活用し、電気電子工学、通信工学、

情報工学に関する研究を遂行できる。

５ エネルギー・エレクトロニクス・情報通信分野に関する専門知識を修得し、グローバルな視点から知識を

活用することができる。

６ コンピュータのハードウェア、ソフトウェアに関する高度な要素技術を理解し、ハードウェア、ソフト

ウェア、及びコンピュータ応用分野における卓越したシステムの設計、試作、評価を行うことができる。

７ コンピュータソフトウェアに関する専門知識及び卓越したプログラミング技術を有する。

電子情報システム工学分野 ディプロマポリシー

前 後 前 後

TSC155-- 2

TSC166-- 2

TSC175-- 2 ○ ○

TSC186-- 2

TSC195-- 2

TSC206-- 2

TSC215-- 2 ○ ○

TSC226-- 2

TSC235-- 2

TSC246-- 2

TSD015-- 2 ○ ○

TSD025-- 2 ○ ○

TSD035-- 2 ○ ○

TSD056-- 2

TSD066-- 2

TSD076-- 4

TSD086-- 4

TSD145-- 1

TS2015-- 2 〇

TS2035-- 2 〇

TS2045-- 2 ○

TS2395-- 2 ○

TS2056-- 2

TS2066-- 2

TS2076-- 2

TS2086-- 4

TS2096-- 4

TS2106-- 4

TS2176-- 2 ○ ○

TS2186-- 2

TS2196-- 2

TS2206-- 4

TS2025-- 2 ○

TS2115-- 2 ○

TS2125-- 2 ○

TSA015-- 2

TSA025-- 2

TSA035-- 2

バ
イ
オ
・
プ
ロ
セ
ス
工
学
ユ
ニ
ッ

ト

物理工学特論Ⅰ 講義

応用物理学特論 講義

応用数学演習Ⅲ 演習

応用数学演習Ⅱ

○

○

工
学
基
礎
分
野
横
断
ユ
ニ
ッ

ト

○ ○

○

○○

分
野
共
通

学外特別講義 講義

演習

応用数学特別実験Ⅰ 特別実験

演習

学外特別実習Ⅱ

学外特別実習Ⅰ 特別実験

特別実験

特別実験

特別実験

機能性食品特別講義

応用数学特論 講義

応用関数解析特論 講義

応用数学演習Ⅰ

特別実験

応用解析学特論 講義

○

数理解析特論 講義

○

○

バイオ・プロセス工学特別実験Ⅱ

１年次 ２年次

特別実験

形態
単
位
数

○

対象学年

備　　考

高速化学反応演習 演習

高速化学反応特別実験Ⅰ 特別実験

高速化学反応論 講義

○ ○

○

○

触媒設計特別実験Ⅰ

授業科目名

分
子
工
学
ユ
ニ
ッ

ト 精密合成化学演習 演習

精密合成化学特別実験Ⅰ 特別実験

精密合成化学特別実験Ⅱ 特別実験

○

○

○

特別実験

応用生物学特論 講義

○

バイオ・プロセス工学演習Ⅰ 演習

バイオ・プロセス工学演習Ⅱ 演習

○

○

○

○

精密合成化学特論 講義

区分

高速化学反応特別実験Ⅱ 特別実験

分子生物学特論 講義

生物化学特論 講義

触媒設計特別実験Ⅱ

数理情報学応用特別実験

バイオ・プロセス工学特別実験Ⅰ

○

○ ○

○

数理情報学応用演習Ⅱ 演習

○

○

応用数学特別実験Ⅲ 特別実験

応用数学特別実験Ⅱ 特別実験

演習

○ ○

○ ○

物理工学特論Ⅱ 講義

○

○

○

○ ○

○

数理情報学応用特論 講義

数理情報学応用演習Ⅰ

○

○

○

○

○

教職

工

工

理

教科のみ

登録コード
※下2桁の数字は
『履修案内』参照

理

理

工

工

理

理

工

工

工

工

特別実験

理

工

工

理

工学専攻 物質化学分野 授業科目一覧 ２/２

修士研究

以下の知識と能力を有する人材
1. 工学分野の研究者・技術者として科学・技術を発展させるための幅広い見識と健全な倫理観
2. 環境調和社会，知識基盤社会を多様に支える工学分野の高度な専門知識と実践的技術力
3. さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力とグローバルな情報発信能力
4. 専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説明できる批判的思考力

修士（工学） 学位授与

最終試験の合格
・透明な審査体制
・公開による質の保証

論文要旨・審査結果
要旨の公開

学位論文作成
論文審査

授業科目（コースワーク）・研究指導

国内学会や
国際会議での
研究の外部発表等

30単位以上を修得

研究課題の決定
・質の担保
・早期から計画的
研究指導

1年次

2年次
論文発表会
透明な審査体制
発表の公開

学位論文提出

審査委員の決定

透明な審査体制
主査1名、副査2名以上

論文審査

論文作成

研究開発創造力

情報収集・分析能力

講義科目から22単位以上、演習科目から4単位
以上、特別実験科目から4単位以上

電気電子
応用力

通信システム
応用力

情報システム
応用力

電子材料
演習Ⅱ、他

2単位
（選択）

電子材料
特別実験、
電子材料
演習Ⅰ、他

6単位
（選択）

無線信号処理
演習Ⅱ、他

2単位
（選択）

知能情報
演習Ⅱ、他

2単位
（選択）

知能情報
特別実験、
知能情報
演習Ⅰ、他

6単位
（選択）

無線信号処理
特別実験、

無線信号処理
演習Ⅰ、他

6単位
（選択）

学外特別講義・実習（選択）

エネルギー関連技術の応用力
ネットワーク応用力

情報・コンピューティング応用力

グローバルな情報発信能力
コミュニケーション能力

指導教員の決定
・組織的な教育研究体制
・複数分野教員による指導

履修例

講義（必修） ：研究者倫理特別講義、
実験的工学手法（4単位）

講義（選択）：電子材料特論、無線信号処理
特論、知能情報特論、他

電子情報システム工学分野履修プロセス概念図

工学専攻ディプロマポリシー

1.科学・技術の基礎的あるいは応用的研究に積極的に取り組む人
2.世界をリードする科学・技術を担う研究者あるいは高度専門職業人を目指す人
3.大学等において能動的に学び，一般教養及び専門分野の基礎学力を身に着けている人

工学専攻

研究手法の修得・論文執筆
複数指導教員による指導

— 24 — — 25 —



１. 水環境・土木工学全般のさまざまな問題に対処できる，高度な専門技術者として必要な

幅広い知識や高い工学的な問題解決能力と表現力・対話力，グローバルな情報発信力

を身につけている

２. 安全・安心で持続可能な水環境や社会環境を構築するための高い情報収集・分析能力，

高度な専門知識と実践的な技術力を身につけている

３. 信頼される高度な専門技術者としての精神と倫理観を身につけている

４. 水環境・土木工学分野において，地域適合型技術の幅広い適用に努めることができる

水環境・土木工学分野 ディプロマポリシー

前 後 前 後

TS2176-- 2 ○ ○

TS2186-- 2

TS2196-- 2

TS2206-- 4

TS2025-- 2 ○

TS2115-- 2 ○

TS2125-- 2 ○

TS2215-- 2 ○

TS2225-- 2 ○

TS2235-- 2 ○

TS2245-- 2 ○

TS2255-- 2 ○

TS2265-- 2 ○

TS2405-- 2

TS2385-- 2

TS2275-- 2

TS2415-- 2

TS2426-- 2

TS2435-- 4

TS2446-- 4

TSF015-- 2

TSF025-- 2

TSF035-- 2

工
学
基
礎
分
野

横
断
ユ
ニ
ッ

ト

分
野
共
通

○

○

○

○

○

学外特別実習Ⅱ 特別実験 ○ ○

学外特別実習Ⅰ 特別実験 ○ ○

航空機電子情報システム特別実験Ⅰ 特別実験

航空機電子情報システム演習Ⅱ

航
空
機
シ
ス
テ
ム
分
野
横
断
ユ
ニ
ッ

ト

航空機電気力学システム特論

航空機電子情報システム特別実験Ⅱ 特別実験

航空機電子情報システム演習Ⅰ 演習

演習

飯田サテライトキャンパス開講

○

○

講義

航空機設計特論 講義

構造強度・振動学特論 講義

航空機装備品認証・システム安全特論Ⅰ 講義 ○

学外特別講義 講義 ○ ○

遠隔講義にて長野（工学）キャン
パスでも受講可能

航空機センサ特論 講義

航空機システム・デバイス特論 講義

○

航空機装備品認証・システム安全特論Ⅱ 講義 ○

登録コード
※下2桁の数字は
『履修案内』参照

授業科目名 形態
単
位
数

対象学年

備　　考
教職

１年次 ２年次

教科のみ

航空機力学特論Ⅰ 講義

航空機力学特論Ⅱ 講義

数理情報学応用演習Ⅱ 演習 ○ ○

物理工学特論Ⅱ 講義

数理情報学応用特別実験 特別実験 ○ ○

応用物理学特論 講義

物理工学特論Ⅰ 講義

数理情報学応用演習Ⅰ 演習 ○

数理情報学応用特論 講義

区
分

○

工学専攻 電子情報システム工学分野 授業科目一覧 ５/５

演習・特別実験

以下の知識と能力を有する人材
1. 工学分野の研究者・技術者として科学・技術を発展させるための幅広い見識と健全な倫理観
2. 環境調和社会，知識基盤社会を多様に支える工学分野の高度な専門知識と実践的技術力
3. さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力とグローバルな情報発信能力
4. 専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説明できる批判的思考力

修士（工学） 学位授与

研究進捗状況に関する
中間発表会

指導教員の決定
・組織的な教育研究体制
・質の担保

複数分野教員による指導

最終試験の合格

３０単位以上を修得
（講義14以上，演習4以上，
特別実験4以上）

研究課題の決定
・質の担保
早期から計画的研究指導

1年次

2年次

実践的な技術力

情報収集・分析能力

マネジメント能力
論文発表会
透明な審査体制
公開による開催

学位論文提出

審査委員の決定

透明な審査体制
複数審査員による修了審査

水環境工学の専門知識

論文審査

・透明な審査体制
・公開による質の保証

論文要旨・審査結果
要旨の公開

土木工学の専門知識

研究手法の修得・論文執筆
複数指導教員による指導

論文作成

学位論文作成
論文審査

授業科目（コースワーク）・研究指導

水環境・土木工学分野 履修プロセス概念図

研究者倫理 研究のための
実験を実施する能力

表現力・対話力

調査・分析能力

問題解決能力

計算構造力学，都市計画特論
学外特別講義，学外特別実習，

応用解析学特論，数理解析特論
物理工学特論Ⅰ，物理工学特論Ⅱ

水環境工学特論，水処理工学特論,
水環境化学特論，水保全工学特論，

資源エネルギーデバイス材料工学特論，
ナノカーボン分離工学特論，

カーボンエレクトロニクス工学特論

橋梁工学特論，地域・交通計画特論，
地盤防災工学，地盤環境工学特論

研究科共通科目
研究者倫理特別講義

2単位

専攻共通科目
実験的工学手法

2単位

情報発信力

工学専攻ディプロマポリシー

1.科学・技術の基礎的あるいは応用的研究に積極的に取り組む人
2.世界をリードする科学・技術を担う研究者あるいは高度専門職業人を目指す人
3.大学等において能動的に学び，一般教養及び専門分野の基礎学力を身に着けている人

工学専攻
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1. 機械システム工学の基礎を理解した上で、応用発展させることができる。

2. 物理現象を理解・考察し、正確かつ安全な機械工学分野の実験を計画・実施し、解析する能力を

有する。

3. 機械工学分野の研究を自らの論理的思考により遂行する能力を有する。

4. 現象と課題を理解し、論理的判断ができ、解決する方法を自ら創造できる能力を有する。

5. 自然および人類社会が直面している環境問題を理解し、問題を解決する基礎的能力を身につける

ことができる。

6. 安全で環境負荷を低減するための新しい機械材料を開発することができる。

7. 自然エネルギーを利用した環境にやさしい機械を開発することができる。

8. 人や社会をサポートする知能機械を開発することができる。

機械システム工学分野 ディプロマポリシー

演習Ⅰ・Ⅱ（必修）
特別実験Ⅰ・Ⅱ（必修）

以下の知識と能力を有する人材
1. 工学分野の研究者・技術者として科学・技術を発展させるための幅広い見識と健全な倫理観
2. 環境調和社会，知識基盤社会を多様に支える工学分野の高度な専門知識と実践的技術力
3. さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力とグローバルな情報発信能力
4. 専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説明できる批判的思考力

修士（工学） 学位授与

研究進捗状況に
関する中間発表会

• 複数教員による指導

指導教員の決定

最終試験の合格

30単位以上を修得
（ 講義 18単位以上，演習 4単位，特別実験 8単位 ）

研究課題の決定
1年次

2年次
論文発表会

学位論文提出

審査委員の決定

透明な審査体制
公開による開催

論文審査

・質の担保
早期から計画的研究指導

・透明な審査体制
・公開による質の保証

透明な審査体制

複数の審査委員による審査

・組織的な教育研究体制
・質の担保

複数教員による指導

論文要旨・審査結果
要旨の公開

研究手法の修得・論文執筆
複数指導教員による指導

論文作成

学位論文作成
論文審査

授業科目（コースワーク）・研究指導

機械システム工学 分野履修プロセス概念図

研究科共通科目
研究者倫理特別講義

2単位

専攻共通科目
実験的工学手法

2単位

研究者倫理 研究のための
実験を実施する能力

基盤的
専門応用力

研究開発力と
論理的解決力

創造的実験
・解析能力

情報収集
・分析能力

研究者としての
判断力と創造力

講義，2単位（選択）

分野共通
開講科目

機械物理ユニット
開講科目

環境機械ユニット
開講科目

熱流体
応用発展能力

環境・材料・設計
応用発展能力

該当分野の
応用発展能力

精密知能機械ユニット
開講科目 計測制御

応用発展能力

グローバルな
情報発信能力

工学専攻ディプロマポリシー

1.科学・技術の基礎的あるいは応用的研究に積極的に取り組む人
2.世界をリードする科学・技術を担う研究者あるいは高度専門職業人を目指す人
3.大学等において能動的に学び，一般教養及び専門分野の基礎学力を身に着けている人

工学専攻
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建築技術者としての自覚、

建設技術の基礎となる認識力、

建築と都市の双方にわたる総合的な思考

建築環境デザイン力・建築構造デザイン力・新旧統合デザイン力をもつ人材

建築学分野 ディプロマポリシー

前 後 前 後

TS2096-- 4

TS2106-- 4

TS2176-- 2 ○ ○

TS2186-- 2

TS2196-- 2

TS2206-- 4

TS2025-- 2 ○

TS2115-- 2 ○

TS2125-- 2 ○

TS2215-- 2 ○

TS2225-- 2 ○

TS2235-- 2 ○

TS2245-- 2 ○

TS2255-- 2 ○

TS2265-- 2 ○

TS2405-- 2

TS2385-- 2

TS2275-- 2

TS2455-- 2

TS2466-- 2

TS2475-- 4

TS2486-- 4

TSP115-- 2

TSP215-- 2

TSP125-- 2

TSP225-- 2

TSP195-- 2

TSP205-- 2

☆『超微細加工技術』
　社会人プログラム
　　　諏訪サテライト
　　　キャンパス開講

航
空
機
シ
ス
テ
ム
分
野
横
断
ユ
ニ
ッ

ト

航空機力学特論Ⅰ 講義

遠隔講義にて長野（工学）キャ
ンパスでも受講可能

航空機力学特論Ⅱ 講義

航空機設計特論 講義

航空機センサ特論 講義

構造強度・振動学特論

航空機電気力学システム特論 講義

○

精密位置決め技術特論　

先端材料学特論 講義 ○ ○

航空機システム・デバイス特論

○

○ ○

○ ○

○

航空機機械システム特別実験Ⅰ 特別実験 ○

講義 ○

航空機装備品認証・システム安全特論Ⅱ 講義 ○

航空機機械システム演習Ⅱ 演習

特別実験

特別実験 ○

○

１年次 ２年次
単
位
数

対象学年

授業科目名 形態

講義

講義

○

区分
登録コード
※下2桁の数字は
『履修案内』参照

講義

航空機機械システム演習Ⅰ

講義 ○ ○

超精密切削加工学特論 講義

応用数学特別実験Ⅲ 特別実験 ○ ○

物理工学特論Ⅰ 講義

数理情報学応用演習Ⅰ 演習

数理情報学応用特別実験

教科のみ

物理工学特論Ⅱ 講義

飯田サテライトキャンパス開講

数理情報学応用特論

学外特別講義

数理情報学応用演習Ⅱ 演習

航空機装備品認証・システム安全特論Ⅰ

○

○

○演習

教職

○

備　　考

工
学
基
礎
分
野
横
断
ユ
ニ
ッ

ト

講義 ○ ○

学外特別実習 特別実験 ○ ○

応用物理学特論 講義

応用数学特別実験Ⅱ

超精密塑性加工学特論 講義 ○ ○

○

○

○

分
野
共
通

航空機機械システム特別実験Ⅱ 特別実験

工学専攻 機械システム工学分野 授業科目一覧 ２/２

演習・特別実験

以下の知識と能力を有する人材
1. 工学分野の研究者・技術者として科学・技術を発展させるための幅広い見識と健全な倫理観
2. 環境調和社会，知識基盤社会を多様に支える工学分野の高度な専門知識と実践的技術力
3. さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力とグローバルな情報発信能力
4. 専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説明できる批判的思考力

修士（工学） 学位授与

研究進捗状況
に関する
中間発表会

指導教員の決定

最終試験の合格

研究課題の決定

1年次

2年次
論文発表会

学位論文提出

審査委員の決定

透明な審査体制
公開による開催

論文審査

質の担保
早期から計画的 研究指導

透明な審査体制
公開による質の保証

透明な審査体制
複数の審査員による審査

組織的な教育研究体制
質の担保
複数分野教員による指導

論文要旨・審査結果
要旨の公開

研究手法の修得・
論文執筆
複数指導教員による指導

論文作成

学位論文作成
論文審査授業科目（コースワーク）・研究指導

建築学分野 履修プロセス概念図

1.科学・技術の基礎的あるいは応用的研究に積極的に取り組む人
2.世界をリードする科学・技術を担う研究者あるいは高度専門職業人を目指す人
3.大学等において能動的に学び，一般教養及び専門分野の基礎学力を身に着けている人

工学専攻

30単位以上を修得

2単位
建築構造設計学
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

4単位
建築構造設計学
演習・実験

建築構造設計
インターンシップ

建設技術の基

礎となる認識力

4単位
建築環境設計学
演習・実験
都市環境設計学
演習・実験

建築技術者
としての自覚

4単位
マトリクス構造
解析演習・実験

建築と都市の
双方にわたる
総合的な思考

建設技術の基
礎となる認識力

建築構造
デザイン能力

建築環境
デザイン力

4単位
建築心理学実験
建築意匠
設計学実験
建築史学実験

4単位
建築保存再生
設計学実験

新旧統合
デザイン力

建築と都市の
双方にわたる
総合的な思考

建築技術者として
の自覚

建設技術の基

礎となる認識力

2単位
建築設備設計学
建築環境設計学
サスティナブル
建築設計学
都市環境設計学

4単位
建築設備設計学
演習・実験
サスティナブル建築
設計学演習・実験

建築設備設計イン
ターンシップ

建築環境
デザイン力

建築技術者
としての自覚

2単位
建築保存再生
設計学
建築意匠設計学
空間構造設計学
4単位
建築保存再生
設計学演習
建築意匠設計学
演習
空間構造設計学
演習・実験
建築保存再生
設計学
インターンシップ

新旧統合
デザイン力

建設技術の基

礎となる認識力

建築技術者
としての自覚

建築と都市の
双方にわたる
総合的な思考

建築構造
デザイン力

2単位
建築心理学
建築史特論
都市空間デザイン学

4単位
建築心理学演習
建築史演習

建築意匠設計
インターンシップ

建築と都市の

双方にわたる

総合的な思考

建築と都市の
双方にわたる
総合的な思考

建設技術の基

礎となる認識力

建築と都市の

双方にわたる

総合的な思考

建築環境
デザイン力

工学専攻ディプロマポリシー
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